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待
望
久
し
い
三
部
複
式
解
消
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
小
・
中
学
校
学
級
編
制

㊥
ふ
え
る
学
級
3
・
先
生
2

㊨

　
今
回
発
表
さ
れ
た
小
中
学
校
学
級
編

制
基
準
に
よ
る
と
、
小
学
校
の
3
部
複

式
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
も
小
学
生
が
錫
名

減
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
学
級
数

が
3
学
級
．
教
職
員
は
2
名
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
級
増
に
な
る
の
は
、
松
代
小
小
屋

丸
分
校
．
同
下
山
分
校
・
孟
地
小
滝
沢

分
校
．
蒲
生
小
寺
田
分
校
の
4
校
で
、

い
ず
れ
も
3
部
複
式
2
学
級
か
ら
、
2

部
複
式
3
学
級
と
1
学
級
ず
つ
ふ
え
ま

す
。
一
方
峠
小
学
校
で
は
、
普
通
学
級

2
学
級
を
含
め
て
4
学
級
で
あ
っ
た
の

が
、
児
童
数
の
減
少
で
1
学
級
減
の
2

部
複
式
3
学
級
と
な
り
ま
す
。
教
職
員

は
、
学
級
増
の
学
校
で
各
1
名
の
増
員

と
な
り
、
峠
小
学
校
と
、
児
童
が
8
名
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52．4．1）

も
減
っ
た
松
代
小
菅
刈
分
校
で
1
名
ず

つ
減
員
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
は
、

前
年
度
と
ま
っ
た
く
変
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。恵

ま
れ
な
か
っ
た

　
　
分
校
に
も
よ
う
や
く
春
が

　
3
部
複
式
学
級
ば
、
小
学
校
の
本
校

で
は
昭
和
4
6
年
度
に
解
消
さ
れ
分
校
に

だ
け
残
っ
て
い
ま
し
た
。
松
代
町
に
は

昨
年
度
ま
で
5
学
級
あ
り
ま
し
た
。
郡

内
で
は
松
代
町
だ
け
で
、
全
県
的
に
も

28

学
級
中
5
学
級
18
％
近
い
高
率
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

　
3
部
複
式
は
3
つ
の
学
年
が
ー
つ
の

教
室
で
勉
強
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
先

生
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
時
間
は
普

通
学
級
の
ー
《
、
暑
は
自
習
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
通
学
級
に
く
ら

べ
る
と
、
子
供
に
と
っ
て
も
、
先
生
に

と
っ
て
も
負
担
が
大
き
く
、
「
と
う
て

い
指
導
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
」

と
半
ば
定
説
化
さ
れ
て
い
た
3
部
複
式

が
一
挙
に
解
消
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
松

代
町
に
と
っ
て
は
大
き
な
朗
報
と
な
り

ま
し
た
。
あ
と
一
・
二
年
も
す
れ
ば
、

変
型
複
式
（
1
年
と
3
年
の
と
び
級
複

式
）
も
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

見
わ
た
す
限
り

　
　
小
規
模
学
級

　
前
年
比
で
小
学
生
3
8
、
中
学
生
1
6
名

計
5
1
名
減
少
し
、
松
代
小
、
室
野
小
を

除
く
、
1
学
級
当
り
の
児
童
数
は
、
何

と
循
人
、
こ
ん
な
学
級
が
全
部
で
4
4
学

級
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学校名

児童・生徒数（・単式学級ρ複式学級） 、昨年度

』、との比

較増減

学級数内

　　特殊

教職員数

（1内休職者

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 本年度 増減 本年度 轍
松代少学校

●
2
8

●●

46
●
3
3

●
4
3

●
4
1

●
4
0 231 一15 8（1） 13

〃菅刈分校 4 1 1 6 6 4 22 一7 3 3 一1

〃蓬平分校 5 2 4 5 6 22 3 3
〃小屋丸分校 3 2 2 3 2 12 2 3 1 3 1
〃下山分校 3 2 2 1 2 2 12 一1 3 1 3 1
清水小学校 4 4 2 5 4 4 23 一1 3 6
孟地小学校

●
6

●
1
2 6 12 8 6 50 4 7

〃海老分校 3 1 4 3 11 1 2 2
〃滝沢分校 1 2 2 5 2 1 2 1
北山小学校 3 6 3 3 4 4 23 一1 3 6
〃あさみ平分校 4 2 4 6 3 2 21 2 3 3
蒲生小学校 6 4 7 7 6 6 36 一2 、3 6
〃寺田分校 2 2

●
4 3 2 13 一2 3 1 3 1

”儀明分校 5 3 5 3 7 3 26 4 3 3
室野小学校

●
9

●
1
4

●
13

●
2
1

●
1
7

●
1
5 89 一11 6 8

峠小学校 4 8 8 10 8 9 47 一7 3 一1 5 一1

桐山小学校 1 1 2 5
●
4 13 一1 3 6

小　計 90 111 92 140 115 108 656 一38 58（1） 3 82 2
松代中学校 60 56 60 176 7（1） 16（11

清水中学校 6 6 6 18 一8 3 6
孟地中学校 8 15 17 40 一8 3 7
山平中学校 19 21 25 65 一6 3 8
奴菊旧コ学校 31 20 31 82 一1 3 8
桐山中学校 2 5 5 12 3 6

小　計 126 123 144 393 一16 22（1） 0 51 0
合　計



動
鼎

異
鼎

員
勲

職
勲

教
勲

の
鼎

町
鼎

校
長
4
名
、
教
頭
9
名
、
教
職
員
38
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
員
の
4
0
％
を
超
す
大
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
内
小
・
中
学
校

○○○○○○

今
年
度
の
小
中
学
校
教
職
員
の
異
動
は
、
昨
年
度
の
校
長
定
年
延
長
に
よ
り
停
滞
し
て
い
た
人
事
も

含
め
て
大
幅
な
異
動
と
な
り
、
松
代
町
で
も
4
0
％
を
超
す
大
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
退
職
3

名
・
転
出
44
名
・
転
入
3
5
名
・
新
採
用
1
2
名
・
管
内
異
動
4
名
で
延
べ
9
8
名
の
先
生
方
が
異
動
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
松
代
小
小
屋
丸
分
校
外
3
校
が
学
級
増
と
な
り
、
各
一
名
の
増
員
と
な
り
、
峠
小
学
校
と
、

児
童
が
8
名
も
減
っ
た
松
代
小
菅
刈
分
校
で
1
名
づ
つ
減
員
と
な
り
ま
し
た
。

幽
新
し
く
松
代
町
に
こ
ら
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
転
入
・
新
採
用
）

松
代
小
学
校
　
以
下
（
）
内
は
旧
任
校

　
山
岸
政
幸
“
教
頭
・
本
校
（
松
之
山

　
　
　
　
　
　
町
松
之
山
中
）

　
久
保
田
吉
則
“
本
校
（
十
日
町
市
東

　
　
　
　
　
　
　
小
）

　
井
上
政
身
“
本
校
（
長
岡
市
桂
小
）

　
藤
本
文
子
“
菅
刈
分
校
（
広
神
村
東

　
　
　
　
　
　
小
）

　
佐
藤
菊
治
u
蓬
平
分
校
（
松
之
山
町

　
　
　
　
　
　
浦
田
小
）

　
山
岸
輝
善
“
蓬
平
分
校
・
新
採
用

　
新
保
静
江
u
小
屋
丸
分
校
・
新
採
用

　
小
掠
晶
子
H
下
山
分
校
・
新
採
用

清
水
小
学
校

　
引
場
脩
二
H
教
頭
（
糸
魚
川
市
糸
魚

　
　
　
　
　
　
川
小
）

　
竹
内
修
一
“
新
採
用

孟
地
小
学
校

　
三
浦
至
朗
u
校
長
（
中
越
教
育
事
務

　
　
　
　
　
　
所
学
校
指
導
主
事
）

　
若
井
博
h
教
頭
・
本
校
（
安
塚
町
安

　
　
　
　
　
塚
小
）

　
村
山
孝
子
u
本
校
（
笹
神
村
神
山
東

　
　
　
　
　
　
小
）

　
清
水
み
ゆ
き
U
本
校
・
新
採
用

　
若
井
春
雄
u
海
老
分
校
（
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
吉
田
小
）

　
竹
田
政
光
H
滝
沢
分
校
（
糸
魚
川
市

　
　
　
　
　
　
糸
魚
川
小
）

　
引
間
久
美
子
H
滝
沢
分
校
・
新
採
用

北
山
小
学
校

　
林
鉄
雄
H
校
長
（
小
千
谷
市
教
委

　
　
　
　
　
　
指
導
主
事
）

　
関
谷
節
子
ロ
本
校
・
新
採
用

　
風
間
洋
子
U
あ
ざ
み
平
分
校
・
新
採

　
　
　
　
　
　
用
）

蒲
生
小
学
校

　
高
沢
実
H
本
校
（
松
之
山
町
松
之
山

　
　
　
　
　
小
黒
倉
分
校
）

　
宮
崎
晴
子
H
寺
田
分
校
・
新
採
用

　
市
村
幸
雄
“
儀
明
分
校
（
上
越
市
高

　
　
　
　
　
　
田
西
小
）

室
野
小
学
校

　
古
川
幸
雄
H
教
頭
（
吉
川
町
旭
中
）

　
山
岸
こ
ず
え
“
新
採
用

　
古
島
ト
シ
子
“
（
松
之
山
町
浦
田
小

　
高
城
武
四
郎
u
（
上
越
市
直
江
津
南

　
　
　
　
　
　
　
小
）

峠
小
学
校

　
石
黒
昭
子
（
松
之
山
町
三
省
小
）

桐
山
小
学
校

　
新
井
輝
夫
“
校
長
（
三
和
村
三
和
中

　
　
　
　
　
　
教
頭
）

松
代
中
学
校

　
高
沢
哲
治
“
教
頭
（
大
島
村
大
島
中
）

　
早
川
雅
雄
“
（
中
里
村
貝
野
中
）

　
高
橋
京
子
H
新
採
用

清
水
中
学
校

　
関
谷
桂
二
“
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

　
江
口
美
也
子
H
新
採
用

　
堀
秀
泉
“
（
津
南
町
津
南
中
）

孟
地
中
学
校

　
寺
沢
八
一
“
教
頭
（
柏
崎
市
筆
二
中
）

　
小
池
光
夫
H
（
頸
城
村
大
漬
中
）

　
藤
本
保
久
H
（
十
日
町
市
十
日
町
中
）

山
平
中
学
校

　
山
本
行
雄
H
教
頭
（
頸
城
村
大
漬
中
）

　
小
池
宏
和
“
（
大
島
村
大
島
中
）

　
横
山
平
八
H
（
上
越
市
第
二
中
）

奴
奈
川
中
学
校

　
赤
川
四
郎
H
校
長
（
松
之
山
町
浦
田

　
　
　
　
　
　
小
校
長
）

　
大
口
昭
治
“
教
頭
（
糸
魚
川
市
教
委

　
　
　
　
　
　
社
教
主
事
）

　
樋
口
政
栄
“
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

　
石
田
実
u
（
安
塚
町
菱
里
中
）

　
竹
内
昭
五
u
（
三
条
市
第
四
中
）

桐
山
中
学
校

○○○○○○

　
渡
辺
治
彦
u
（
十
日
町
市
下
条
中
）

口
勤
務
す
る
学
校
が
変
わ
う
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
配
置
替
え
）

　
福
原
公
望
H
教
頭
（
室
野
小
↓
北
山

　
　
　
　
　
　
小
）

　
津
幡
龍
峰
“
（
室
野
小
↓
松
代
中
）

　
渡
辺
修
一
・
“
（
山
平
中
↓
清
水
中
）

　
中
沢
正
世
H
（
松
代
中
↓
孟
地
中
）

Ω
こ
の
人
事
異
動
で
他
の
市
町
村
へ
転

　
出
さ
れ
た
先
生

松
代
小
学
校
　
以
下
（
　
）
内
は
松
代

　
町
在
任
校
か
ら
↓
転
任
先
校

　
楡
井
章
　
教
頭
（
本
校
↓
上
越
市
直

　
　
　
　
　
江
津
小
）

　
清
水
八
郎
（
本
校
↓
新
井
市
吉
木
小
）

　
中
沢
利
明
（
本
校
↓
上
越
市
大
手
町

　
　
　
　
　
小
）

　
板
垣
正
已
（
菅
刈
分
↓
上
越
市
高
田

　
　
　
　
　
西
小
）

　
小
野
塚
修
一
（
菅
刈
分
↓
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
十
日
町
小
）

　
上
野
司
（
蓬
平
分
↓
長
岡
市
四
郎
丸

　
　
　
　
小
）

清
水
小
学
校

　
岩
崎
雪
　
教
頭
（
中
郷
村
岡
沢
小
）

　
降
旗
源
生
（
妙
高
村
関
谷
小
）

孟
地
小
学
校

　
小
堺
昭
一
　
校
長
（
頸
北
地
区
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

　
高
橋
昇
　
教
頭
（
松
之
山
町
松
之
山

　
　
　
　
　
中
）

　
磯
貝
徳
子
（
本
校
↓
浦
川
原
村
下
保

　
　
　
　
　
倉
小
）

　
柳
文
子
（
本
校
↓
上
越
市
第
二
中
）

　
小
堺
則
夫
（
海
老
分
↓
上
越
市
南
本

　
　
　
　
　
町
小
）

　
西
村
隆
（
滝
沢
分
↓
小
千
谷
市
千
田

　
　
　
　
小
）

北
山
小
学
校

　
柳
一
郎
　
校
長
（
本
校
↓
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
　
　
　
　
馬
場
小
）

　
高
橋
昭
三
　
教
頭
（
本
校
↓
中
里
村

　
　
　
　
　
　
貝
野
小
）

　
中
島
ひ
ろ
こ
（
本
校
養
助
教
↓
小
出

　
　
．
　
　
　
町
小
出
小
）

蒲
生
小
学
校

　
，
市
川
寛
永
（
本
校
↓
安
塚
町
須
川
小

　
　
　
　
　
教
頭
昇
任
）

　
上
野
元
由
（
儀
明
分
↓
松
之
山
町
浦

　
　
　
　
　
田
小
・
教
頭
昇
任
）

室
野
小
学
校

　
市
川
光
枝
（
松
之
山
町
三
省
小
）

　
小
島
冠
治
（
上
域
市
大
手
町
小
）

峠
小
学
校

　
小
堺
オ
カ
（
松
之
山
町
浦
田
小
）

　
松
屋
栄
男
（
大
島
村
菖
浦
小
教
頭
昇

　
　
　
　
　
任
）

桐
山
小
学
校

　
佐
藤
明
徳
　
校
長
（
柏
崎
市
城
北
中
）

松
代
中
学
校

　
塩
野
睦
男
　
教
頭
（
大
潟
村
大
潟
中
）

　
石
井
篤
（
新
潟
市
松
浜
中
）

　
木
村
文
夫
（
新
井
市
新
井
小
）

清
水
中
学
校

　
斉
藤
清
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
第
二
中
）

　
日
下
部
俊
彦
（
上
越
市
城
北
中
）

　
富
増
哲
（
新
発
田
市
佐
々
木
中
）

　
小
出
孝
一
郎
（
上
越
市
城
北
中
）

孟
地
中
学
校

　
又
野
弘
　
教
頭
（
妙
高
村
妙
高
中
）

　
太
田
空
賢
（
能
生
町
磯
部
中
）

　
秋
山
正
道
（
聾
城
村
大
漬
中
）

　
尾
身
辰
二
（
十
日
町
市
十
日
町
中
）

山
平
中
学
校

　
大
越
弼
人
　
教
頭
（
青
海
町
市
振
小
）

　
下
鳥
正
男
（
上
越
市
高
士
中
）

　
渡
辺
修
一
（
松
代
町
清
水
中
）

　
宮
沢
博
次
（
上
越
市
直
江
津
南
小
）

奴
奈
川
中
学
校

　
山
岸
宏
　
校
長
（
松
之
山
町
松
之
山

　
　
　
　
　
小
）

　
青
田
恒
雄
　
教
頭
（
大
島
村
旭
小
）

　
大
平
淳
一
郎
（
三
和
村
三
和
中
）

　
飯
塚
国
雄
（
糸
魚
川
市
姫
川
中
）

桐
山
中
学
校

　
岩
島
一
雄
（
頸
城
村
明
治
中
）

窃
退
職
さ
れ
た
先
生

北
山
小
あ
ざ
み
平
分
校

　
池
田
千
代
子
（
勧
奨
退
職
）

奴
奈
川
中
学
校

　
室
岡
幹
男
　
　
（
勧
奨
退
職
）

松
代
小
蓬
平
分
校

　
小
林
孝
男
　
　
（
辞
　
職
）

埼玉県立玉川工業高校から

新潟市立木戸中学校から

直江津工業高校から

埼玉県入潮高校から

新潟大学。新採用

（4）

県立松代高等学校教職員人事異動

転出者
三条商業高校へ

与板高校へ

新潟西高校へ

三条東高校へ

新潟養護学校へ

子
治
夫
代
美

慶
秀
貞
加
正

辺
原
井
柳
橋

渡
諸
坂
小
高

　
明
人

　
正
治

者
　
島
田

入
　
大
永

転

徳
子
男

一
昭
秀

藤
間
藤

佐
本
伊

（兼務発令）

教育委員会 教育長 島田健司 松代町公民館長
兼務

社会課 社会課長 若井正太郎 各保育園長、老
人憩の家管理者兼務

総務課 庶務係長 関谷政和 灘講防統計

産業課 農業委員

会主任
高橋嵩一 企画調整係兼務

教育委員会 社会教育
主　　事 米持恒敏 総合センター管

理者兼務

町職員の異動
新 所　　属 氏　名 旧 所　　属

課名 係名 課名 係　　名

総務課 課　　長 高橋芳平 社会課 課　　　　長

税務課 課　　長 関谷昭平 公民館 館　　　　長

建設課 課　　長 高橋幸平 税務課 課　　　　長

社会課 課　　長 若井正太郎 社会課 福　　祉　　係

総務課 企画，財務係 高橋宣泰 建設課 土　　木　係

税務課 住民税係 斉藤一良 社会課 福　祉　係
〃 諸税係 鈴木和美 〆ノ 戸　籍　係

産業課 農業共済係長 池田　　猛 教育委員会 庶務係長
’ノ 農業委員会主任 高橋嵩一 社会課 水　　道　　係

〃 経済係 米持徳二 総務課 庶　　務　　係

建設課 土木係 、馬場利夫 税務課 住民脱係
社会課 社会福祉係 若月幸栄 総務課 財務係長

〃 水道係主任 山賀八郎 産業課 農業委員会
ノノ 松代保育園保母 石口町子 社会課 蒲生保育園保母

zノ 蒲生保育園保母 山岸涼子 〃 松代保育園保母

教育委員会 庶務係長 佐藤公男 産業課 農業共済係長

総務課 庶務係 佐藤則夫 新採用
建設課 土木係 市川健司 κノ

zノ 土木建築係 柳　　久 〃

社会課 社会福祉係 関谷栄治 ノノ

” 戸籍係 柳　　裕子 〃

ノノ 国保診療所 高橋祥郎 〃

教育委員会 公民館 五十嵐由美 ノ，

〃 融漫 石口　松男 〃

退職者 “田利八 設課 課　　　　長

高野悦子 税務課 諸　　税　　係

市川　　正 教育委員会 欝代霧学贅

心
配
ご
と
相
談

と
　
　
き

と
こ
ろ

毎
週
金
曜
日
（
休
日
の
時
は

変
更
）

．
午
前
九
時
～
十
一
時
半

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
相
談
員
は
民
生
委
員
の
方
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
佐
藤
秀
雄
（
少
林
寺

住
職
）
さ
ん
も
出
席
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
Q

　
日
常
の
生
活
や
家
庭
の
問
題
、
児
童
、

母
子
、
老
人
そ
の
他
問
題
で
相
談
し
て

見
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
出
で
下
さ
い
。

相
談
日

四
月
“
1
5
日
、
2
2
日
、
2
8
日
（
木
）

五
月
“
6
日
、
1
3
日
、
2
0
日
、
27
日

六
月
“
3
日
、
1
0
日
、
1
7
日
、
2
4
日

鯉
の
ほ
り
た
て

砿

　軸脚

　
　
感
電
に
注
意
を

　
年
々
鯉
の
ぼ
り
を
た
て
る
家
庭
が
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
鯉
の
ぼ
り
た
て
の

た
め
電
線
に
ふ
れ
て
感
電
、
け
が
を
さ

れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
端
午
の
節
句
を
迎
え
る
鯉
の
ぼ
り
た

て
に
は
次
の
事
に
充
分
注
意
し
事
故
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

△
電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
た
て

　
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
ま
わ
り
を
よ

　
く
確
め
て
、
安
全
な
、
電
線
の
な
い

　
と
こ
ろ
に
た
て
ま
し
ょ
う
。



新
年
度
予
算
な
ど
議
決

　
去
る
三
月
九
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た

り
、
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
昭
和
5
2
年
度
予
算
を
含
む
％
件
の

議
案
が
付
議
さ
れ
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
統
合
中
学
校
建

設
事
業
・
駅
前
整
備
事
業
の
実
施
を
含

め
総
額
十
七
億
一
千
八
百
万
円
で
前
年

度
に
比
較
し
て
四
億
五
千
三
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
議
決
を
み
た

も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

議
第
1
号
　
昭
和
5
1
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
1
0
号
）

・
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

　
そ
れ
ぞ
れ
三
二
五
万
、
一
千
円
を
追
加

　
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
四
億
八

　
千
三
百
万
二
千
円
と
す
る
。

　
「
歳
入
」
主
な
も
の
。

　
町
税
二
一
九
万
円
、
地
方
譲
与
税
二

　
四
七
万
円
・
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
一
四
八
万
円
・
使
用
料
及
び
手
数
料

　
七
六
万
円
・
財
産
収
入
六
三
一
万
円

　
町
債
一
五
〇
万
円
を
増
額
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
三
一
四
万
円
、

　
国
庫
支
出
金
一
一
四
万
円
．
県
支
出

　
金
七
一
九
万
円
減
額
。

　
「
歳
出
」
主
な
も
の

　
庁
舎
書
庫
改
善
修
理
費
四
一
〇
万
円

　
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金
一
〇

　
〇
万
円
、
基
金
積
立
金
五
〇
四
万
円

　
選
挙
費
一
三
二
万
円
、
国
保
特
別
会

　
計
繰
出
金
一
六
〇
万
円
．
老
人
医
療

　
費
七
〇
万
円
・
土
木
総
務
費
三
五
九

　
万
円
・
道
路
新
設
改
良
費
一
四
三
万

　
円
・
除
雪
機
械
借
上
料
二
五
〇
万
円

　
統
合
中
学
校
太
校
舎
設
計
委
託
料
三

　
〇
〇
万
円
、
一
時
借
入
金
利
子
八
六

　
六
万
円
を
増
額
。

　
農
地
費
八
六
万
円
・
集
落
開
発
セ
ン

　
タ
ー
建
設
費
五
〇
万
円
・
県
単
農
業

　
生
産
基
盤
整
備
事
業
費
二
〇
六
万
円

　
団
体
営
圃
場
整
備
事
業
費
一
三
二
万

　
円
・
地
す
べ
り
関
連
圃
場
整
備
事
業

　
費
二
〇
六
万
円
・
林
業
費
一
〇
五
〇

　
万
円
・
公
営
住
宅
建
設
費
二
五
二
万

　
円
・
消
防
施
設
費
一
七
六
万
円
．
災

　
害
復
旧
費
一
七
四
万
円
・
起
債
償
還

　
金
利
子
一
八
○
万
円
、
予
備
費
二
七

　
二
万
円
・
中
学
校
費
就
学
援
助
費
六

　
四
万
円
・
児
童
福
祉
費
四
八
万
円
・

保
健
衛
生
費
四
六
万
円
を
減
額

・
地
方
自
治
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
67

　
号
）
第
二
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に

　
よ
る
継
続
費
の
経
費
の
総
額
及
び
年

　
割
額
は
、
統
合
中
学
校
建
設
費
で
総

　
額
九
億
二
千
六
五
三
万
円
で
年
割
額

　
51
年
度
一
億
八
六
〇
万
円

　
5
2
年
度
二
億
三
千
二
三
三
万
円

　
5
3
年
度
三
億
九
千
二
〇
〇
万
円

　
5
4
年
度
一
億
九
千
三
六
〇
万
円

・
地
方
債
の
補
正
。
林
道
整
備
事
業
限

　
度
額
四
八
○
万
円
を
六
三
〇
万
円
と

　
す
る
。

議
第
2
号
　
昭
和
5
1
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

・
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
三
八
万
五
千

　
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

　
も
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
三
千
五

　
〇
七
万
六
千
円
と
す
る
。

　
診
療
施
設
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の
総

　
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
五
四
万
二
千
円
を

　
追
加
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

　
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
四
五
万
九
千

　
円
と
す
る
。

議
第
3
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
4
号
）

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
六
六
〇
万

　
三
千
円
を
減
額
し
総
額
を
歳
入
歳
出

　
そ
れ
ぞ
れ
四
億
二
千
三
四
二
万
九
千

　
円
と
す
る
。

・
地
方
債
の
補
正
　
簡
易
水
道
事
業
限

　
度
額
二
億
九
八
○
万
円
を
二
億
四
〇

　
万
円
と
す
る
。

・
継
続
費
の
経
費
補
正
後
の
総
額
及
び

　
年
別
額
は
総
額
七
億
七
千
八
七
四
万

　
三
千
円
。
年
割
額
は
、

　
四
八
年
度
五
千
五
九
三
万
八
千
円

　
四
九
年
度
一
億
三
千
六
二
〇
万
二
千

　
円

　
五
十
年
度
二
億
一
千
二
一
四
万
九
千
円

　
五
十
一
年
度
三
億
七
千
四
四
五
万
四

　
千
円

議
第
4
号
　
松
代
町
議
会
の
議
員
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
、

　
議
長
月
額
　
八
万
一
千
円

　
副
議
長
月
額
　
六
万
六
千
円

　
議
員
月
額
　
　
五
万
八
千
円

　
に
改
正
。
四
月
一
日
か
ら
施
行
。

議
第
5
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で

　
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
っ
い
て
。

　
監
査
委
員
．
農
業
委
員
．
教
育
委
員

　
消
防
関
係
委
員
（
団
員
）
、
選
挙
管

　
理
委
員
な
ど
、
三
七
の
非
常
勤
特
別

　
職
の
報
酬
を
お
お
む
ね
7
％
を
目
標

　
に
引
上
げ
た
も
の
。

議
第
6
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
の

　
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
町
長
月
額
　
三
一
万
四
千
円

　
助
役
月
額
　
二
五
万
円

　
収
入
役
月
額
二
三
万
七
千
円

　
に
改
正
。
四
月
一
日
か
ら
施
行
。

議
第
7
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
（
略
）

議
第
8
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教
育

　
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て
。

　
給
与
月
額
二
一
万
七
千
円
に
改
正
、

　
四
月
一
日
か
ら
施
行
。

議
第
9
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
Q

　
助
産
費
。
現
行
一
律
四
万
円
の
支
給

　
額
を
、
三
人
目
よ
り
の
出
産
に
つ
い

　
て
は
六
万
円
を
支
給
す
る
。

議
第
1
0
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
事

　
業
運
営
基
金
の
設
置
管
理
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
11
号
　
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
（
略
）

議
第
1
2
号
　
松
代
町
農
業
共
済
事
業
の

　
賦
課
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定
に
つ

　
い
て
、

　
昭
和
5
2
年
度
賦
課
額
及
び
賦
課
単
価

　
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
一
、
事
務
費
賦
課
額
二
四
万
七
千
円

　
二
、
賦
課
単
価

　
①
水
稲
共
済
割
1
0
a
当
り
一
〇
〇
円

　
ω
蚕
繭
共
済
割
1
箱
当
り
五
〇
円

　
㈹
家
畜
共
済
割
1
頭
当
り
因
三
五
〇

　
　
円
　
中
一
〇
〇
円

　
⑥
均
等
割
　
　
1
人
当
り
一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（5）



議
第
1
3
号
　
松
代
町
営
住
宅
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
略
）

議
第
1
4
号
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
大
久
保
線
　
松
代
地
内
・
四
六
二
m

　
　
　
　
　
　
巾
　
　
五
・
五
m

　
松
代
駅
前
線
　
松
代
地
内
・
七
八
五
m

　
　
　
　
　
　
　
巾
一
〇
m
を
認
定

議
第
1
5
号
　
松
代
町
立
学
校
設
置
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

・
松
代
・
山
平
・
奴
奈
川
・
清
水
・
孟

茎産重

琴業ラ
㌧　　　　！

）
町

　
地
．
桐
山
の
各
中
学
校
所
在
地
を
「

　
松
代
中
学
校
．
新
潟
県
東
頸
城
郡
松

　
代
町
大
字
松
代
五
五
六
二
番
地
一
」

　
に
改
正
。
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

　
か
ら
施
行
。

議
第
1
6
号
　
松
代
町
体
育
指
導
委
員
設

　
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
1
7
号
　
竹
所
・
濁
辺
地
に
係
る
統

　
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

　
（
辺
地
道
路
．
橋
梁
等
の
整
備
を
行

　
う
も
の
）

議
第
18
号
　
松
代
町
土
地
開
発
基
金
の

の
　
畜

一
、
和
牛
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
毎
年
二
月
一
日
現
在
で
家
畜
の
飼
養

戸
数
及
び
飼
養
頭
数
を
調
査
し
て
い
る

が
、
五
二
年
度
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
れ
は
前
年
に
比
較
す
る
と
戸
数

で
一
七
戸
、
頭
数
で
九
頭
減
少
し
た
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
減
少
し
た
戸
数
は

全
部
一
頭
飼
養
農
家
で
あ
り
、
戸
数
と

頭
数
と
の
差
は
多
頭
飼
養
農
家
の
増
頭

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
「
土
づ
く
り
」
運
動
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
米
単
作
地
帯

和
牛
飼
養
戸
数
及
び
飼
養
頭
数
（
5
2

（表1）

（表2）和牛子牛多頭生産者氏名

　　　　　　　　　　（昭和51年度）

産　
1
そ
の
2
1

で
も
同
様
で
、
既
堆
肥
の
施
肥
に
よ
っ

て
寒
冷
に
も
病
虫
害
に
も
強
い
稲
を
育

て
、
そ
し
て
美
味
し
い
良
質
な
米
を
作

り
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

一
戸
一
頭
の
．
牛
を
飼
い
た
い
も
の
で
す
。

二
、
和
牛
子
牛
多
頭
飼
養
農
家
に
つ
い

　
て
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
戸
で
六
七
頭
生
産
し
て
お
り
、
こ

れ
は
松
代
町
子
牛
生
産
一
三
五
頭
の
半

数
に
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
農
業
経
営
の
上

に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

2
　
1
現
在
）

部落名 氏　名 販売頭数 販売金額計

132戸
飼養

戸数
池之畑 山賀新一郎 11頭 2，075，100円
室　野 佐藤　盛義 8 1，423，500

峠 山岸　公男 6 1，172，500

40頭
未24
　ケ
満月

繁
殖
牛

あさみ平 高橋マツノ 5 770，200
峠 牧田　亮次 4 728，700

竹　所 中条　為栄 4 960，000

164頭
以24
　ケ
上月

会　沢 万羽　　弘 4 621，800
竹　所
蓬　　平

中条　正江

小堺勘次郎 3
2

548，400
327，700

204頭〃 若井弘太郎 2 469，600
計

〃 若井　繁一 2 428，500

28頭
未12
　ケ
満月

肥
育
牛

〃 若井長太郎 2 411，400
ノノ

あさみ平

小堺関右工門

高橋　紀元 2
2

362，400

380，700
82頭

以12
　ケ
上月儀　明 小堺　熊蔵 2 505，200

！ノ 小堺　和正 2 426，700

110頭 計
〃 小堺　長一 2 449，300

下　　山 宮沢利太郎 2 403，900
太　平 柳　　兼松 2 332，100

314頭
合
計

計 67頭 12，797，700円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
一
部
と
り
く
ず
し
に
っ
い
て
。

　
（
略
）

議
第
1
9
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に

　
つ
い
て
。
　
（
略
）

議
第
2
0
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
減
お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
。
　
（
略
）

議
第
2
1
号
　
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

　
組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
略
）

議
第
2
2
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
略
）

議
第
2
3
号
～
郷
号
　
昭
和
五
十
二
年
度

　
一
般
会
計
・
国
保
特
別
会
計
・
簡
易

　
水
道
事
業
特
別
会
計
・
農
業
共
済
事

　
業
特
別
会
計
、
予
算
。

町
議
会
議
員
常
任
委
員
会

　
新
し
い
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
三
月
定
例
議
会
で
町
議
会
議
員
常
任

委
員
会
の
新
し
い
所
属
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
一
力
年
で
す
。

　
　
◎
印
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
◎
小
　
堺
　
盛
　
一

　　　　　建　　　　　　社
　　　　　設　　　　　　会
　　　○◎常　　　　○◎常　　　　○
小村関柳小任村柳柳井柳富任市室秋小関
　　　　野委　　　　　　委
山山谷島員山　上沢員川岡山堺谷
　　　　　ム　　　　　　　　　　　　 ム　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　ス
政義太幸正　寿政庄政晴恭　璋忠智長達
　　　　　　平
一郎平雄守　次喜一喜二松　次俊義平治

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　　　○◎
小石柳若中

堺野　井村

又英茂博俊

七二雄弥正



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑲

　
松
代
町
で
は
、
母
子
・
成
人
保
健
に

関
し
て
、
五
十
二
年
度
に
次
の
よ
う
な

検
診
、
学
級
、
健
康
相
談
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

◎
母
子
保
健

●
新
婚
学
級

　
五
十
一
年
八
月
か
ら
五
十
二
年
七
月

ま
で
に
、
結
婚
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

八
月
に
三
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

　
・
明
る
い
家
庭
生
活

　
・
妊
娠
の
成
り
立
ち

　
・
結
婚
と
健
康
、
そ
の
他

●
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
、
前
期
、
中
期
、
後
期
の

三
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

　
・
妊
娠
の
成
立
、
生
理

　
・
妊
娠
中
の
生
活
、
栄
養

　
・
妊
婦
体
操
　
・
分
娩
・
産
褥
、
新

　
　
生
児
　
・
家
族
計
画

●
産
後
検
診

　
産
後
ニ
ヵ
月
に
尿
検
査
、
血
圧
測
定

を
行
い
、
産
後
の
健
康
状
態
を
調
べ
ま

す
。
二
ヵ
月
児
の
健
康
相
談
と
併
せ
て

行
い
ま
す
。

●
孫
親
学
級

　
育
児
の
担
当
は
母
親
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
し
、
特
に
農
繁
期
は
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
ま
か
さ
れ
て

い
る
家
庭
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で

孫
の
面
ど
う
を
見
て
い
ら
れ
る
方
に
集

っ
て
も
ら
い
、
基
本
的
な
育
児
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。●

二
、
三
カ
月
児
健
康
相
談

　
産
後
検
診
と
併
せ
て
身
体
計
測
と
健

康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
育
児
学
級
（
前
期
）

　
先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
検
診
、
身
体

計
測
、
健
康
相
談
を
行
い
、
併
せ
て
離

乳
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
ま
す
。

●
育
児
学
級
（
後
期
）

　
生
後
八
、
九
、
十
ヵ
月
児
を
対
象
に

満
一
才
を
迎
え
る
に
当
っ
て
、
精
神
・

身
体
の
発
育
状
況
、
事
故
防
止
、
離
乳

完
了
に
っ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
乳
児
検
診

　
生
後
六
ヵ
月
か
ら
十
二
ヵ
月
ま
で
の

乳
児
を
対
象
に
医
師
の
診
察
、
身
体
計

測
、
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
一
歳
児
検
診

　
生
後
一
年
か
ら
二
年
ま
で
の
幼
児
を

対
象
に
医
師
の
診
察
、
身
体
計
測
、
健

康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
二
歳
児
検
診

　
二
歳
六
ヵ
月
か
ら
三
歳
ま
で
の
幼
児

を
対
象
に
、
内
科
・
歯
科
の
診
察
、
身

体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
三
歳
児
検
診

　
三
歳
六
ヵ
月
か
ら
四
歳
ま
で
の
幼
児

を
対
象
に
、
内
科
・
歯
科
の
診
察
、
身

体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
二
歳
児
学
級
、
三
歳
児
学
級

　
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
の
後
、
結
果
の
お

知
ら
せ
も
併
せ
て
、
発
育
や
し
つ
け
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

◎
成
人
保
健

●
出
稼
検
診

　
出
稼
を
さ
れ
る
方
全
員
を
対
象
に
、

六
月
十
七
日
、
二
十
日
、
二
十
一
日
、

二
十
二
日
、
二
十
七
日
に
行
い
ま
す
。

●
循
環
器
検
診

　
四
十
歳
か
ら
、
六
十
四
歳
ま
で
の
方

の
内
、
出
稼
者
を
除
い
た
方
を
対
象
に

七
月
十
二
日
、
十
三
日
、
十
四
日
、
十

五
日
に
行
い
ま
す
。

●
胃
集
団
検
診

　
原
則
と
し
て
四
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
八
月
一
日
、
二
日
、
三
日
、
四

日
、
五
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
に

行
い
ま
す
。

●
婦
人
科
検
診

　
原
則
と
し
て
三
十
五
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
八
月
八
日
、
九
日
、
十
日
、

十
一
日
、
十
二
日
に
行
い
ま
す
。

●
貧
血
検
査

　
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
女
性

を
対
象
に
、
六
月
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。

●
寄
生
虫
卵
検
査

　
全
住
民
を
対
象
に
、
八
月
末
か
ら
九

月
は
じ
め
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
太
平
、
菅
刈
、
田
沢
、
蓬
平

田
野
倉
、
仙
納
、
小
貫
、
名
平
、
蒲
生

儀
明
、
奈
良
立
、
竹
所
、
峠
、
木
和
田

原
の
各
地
区
は
、
昨
年
検
査
の
結
果
、

町
平
均
よ
り
も
寄
生
率
が
高
い
の
で
、

5
月
に
も
行
い
ま
す
。

！、

戸
籍
の
窓
口
か
ら

三
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
え
蔑

お
め
で
と
繭
衡

相
沢
幸
一
．
市
川
敏
子
太
平
よ
ね
だ
屋

小
堺
恵
吉
・
佐
藤
み
さ
子
　
蒲
生
干
場

襲騒小
堺
知
子
骸
鴎
子
長
女
松
幽
工
務

室
岡
真
悠
子
父
正
志
長
女
松
代
松
栄
館

　
　
　
　
　
母
直
子

井
上
英
希
父
健
一
　
長
男
　
寺
田
板
屋

　
　
　
　
母
淳
子

萬
羽
健
一
父
和
雄
　
長
男
　
会
沢
石
原

　
　
　
　
母
て
る
こ

斎
木
直
之
父
輝
男
　
長
男
松
代
久
兵
衛

　
　
　
　
母
美
子

山
岸
洋
平
父
誠
　
　
長
男
東
山
う
し
ろ

　
　
　
　
母
キ
ノ
イ

中
嶋
昌
明
父
信
吉
　
長
男
海
老
上
牛
首

　
　
　
　
母
つ
ぎ
子

米
持
　
穣
父
善
一
　
二
男
室
野
善
之
助

　
　
　
　
母
初
子

牧
田
一
生
父
陸
生
　
長
男
　
峠
下
石
原

　
　
　
　
母
光
子

井
上
ク
マ

若
月
ト
メ

関
谷
ト
イ

小
島
キ
ウ

佐
藤
カ
ト

米
持
道
平

五九六八五九
三一六九六一
才才才才才才

室室犬松田寺
野野伏代代田

若
山
チ
ョ
ノ
七
三
才

板
屋

平
兵
工

家
持
や

源
三
郎

室
野
大
か
じ
や

室
野
　
ど
ん
平

室
野
ひ
つ
け
だ

　人ロのうごき
　　　4月1日現在

世帯数　2，015（一　24）

人口男　3，923（一66）

　女3，984（一58）
　計7，907（一124）

7
　
9
　
6

　
3
　
4

　
　
　
　
　

亡
出
計

死
転
減

9
　
3
　
n
乙

　
1
　
2

生
入
計

出
転
増

（7）



　
　
　
、
避
　
　
　
　
　
　
　
恥
、

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
三
月
ま
で
、

定
額
保
険
料
が
一
ケ
月
一
、
四
〇
〇
円

付
加
保
険
料
が
一
ケ
月
　
　
四
〇
〇
円

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
四
月

か
ら
定
額
保
険
料
の
み
一
ケ
月
二
、
二

〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
付
加
保
険
料
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
定
額
と
付
加
保
険
料
を

合
せ
て
一
ケ
月
二
、
六
〇
〇
円
に
な
り

ま
す
。

　
も
と
も
と
国
民
年
金
は
、
農
業
・
自

営
業
な
ど
に
従
事
す
る
人
達
を
対
象
と

し
た
年
金
制
度
で
す
か
ら
加
入
し
て
い

る
人
た
ち
の
職
業
は
多
種
多
様
な
う
え

に
、
所
得
の
高
い
人
や
低
い
人
な
ど
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
に
あ
る
国
民
年
金

の
保
険
料
を
決
め
る
場
合
は
、
加
入
者

の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と
を
避
け
る

｝
・
き「

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
」

　
私
た
ち
の
生
活
目
標

　
　
　
　
和
楽
会
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
あ
ざ
み
平
・
小
貫
）

　
近
年
に
な
い
大
雪
で
大
変
な
冬
で
し

た
が
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の

皆
さ
ん
如
何
お
過
し
で
す
か
。

　
い
よ
い
よ
、
三
月
も
過
ぎ
、
空
も
春

ら
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
私
共
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
雪
上
車
の
順
調
な

運
行
で
通
院
に
恵
ま
れ
、
早
期
診
断
で

大
し
た
患
者
も
な
く
、
三
月
十
日
に
は

全
会
員
集
っ
て
、
年
度
末
の
集
会
を
行

た
め
、
毎
年
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
国
民
年
金
で
は
、
国
が
他
の

制
度
に
比
べ
て
高
率
な
国
庫
負
担
（
給

付
費
の
1
惹
）
を
し
て
加
入
者
の
負
担

を
軽
く
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
は
、
昨
年
の
十
月
か
ら

老
齢
年
金
を
始
め
と
し
て
、
各
種
年
金

額
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
引
き
上
げ
幅
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
え

方
に
た
っ
て
ゆ
る
や
か
に
給
付
水
準
に

見
合
っ
た
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
毎
年
、
保
険

料
の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
　
一
、
四
〇
〇
円
か
ら
二
、
二
〇

〇
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変

高
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
金
で
あ

る
厚
生
年
金
で
は
、
月
給
十
万
円
の
人

は
月
四
、
五
五
〇
円
の
負
担
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
比
較
し
て
考
え

て
み
ま
す
と
国
民
年
金
の
保
険
料
は
特

殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
ゆ
る
や
か
な

上
昇
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す
る

た
め
に
、
ま
た
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ

て
健
全
に
運
営
し
て
ゆ
き
老
後
の
安
定

を
計
る
た
め
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
代
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

　
　
愛
の
チ
ヨ
ツ
キ
を
贈
る

　
上
越
市
の
高
田
に
は
、
親
の
な
い
子

供
や
、
引
き
と
っ
て
養
育
し
て
く
れ
る

親
類
の
な
い
子
供
な
ど
が
、
収
容
さ
れ

い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
で
も
五
十
二
年

度
の
事
業
計
画
を
楽
し
み
な
が
ら
立
て

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
は
次
の
生
活
目
標
を
た
て
て

全
員
今
年
も
頑
張
ろ
う
と
話
し
合
い
ま

し
た
。

一
、

一
、

一
、

い
つ
も
元
気
で
「
ニ
コ
ニ
コ
」
と

ど
ん
な
事
で
も
「
マ
メ
マ
メ
」
し

く呼
び
か
け
ら
れ
れ
ば
「
ハ
イ
ハ
イ
」

と

　
こ
ん
な
老
人
に
な
っ
て
私
た
ち
の
町

に
伝
わ
る
美
風
を
子
供
た
ち
に
見
習
っ

て
も
ら
お
う
と
張
切
っ
て
お
り
ま
す
。

（8）

て
い
る
施
設
「
若
竹
寮
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
子
供
た
ち
に
、
松
代
高
校
の
家

庭
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
毛
糸
の
チ
ョ

ッ
キ
を
、
た

く
さ
ん
作
っ

て
贈
り
ま
し

た
。　

色
と
り
ど

り
の
き
れ
い

な
、
可
愛
い

チ
ョ
ッ
キ
で
、

一
月
末
の
大

雪
の
降
っ
て

い
る
時
で
も

あ
り
、
今
年

の
冬
の
寒
さ

は
ま
た
特
に

酷
し
い
も
の

で
し
た
の
で
、

身
よ
り
の
な

い
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
、
身
も
心
も
あ
た
た
ま
る

う
れ
し
い
贈
り
も
の
で
し
た
。

　
去
年
に
続
い
て
二
度
目
で
す
。

　
暖
か
い
春
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供

た
ち
も
、
元
気
で
春
を
迎
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
o

「
若
竹
寮
」
と
は

　
上
越
養
護
所
若
竹
寮
は
、
次
に
該
当

す
る
児
童
を
収
容
し
て
い
る
施
設
で
、

年
令
に
応
じ
て
、
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
へ
、
こ
こ
か
ら
通
学
し
て
い

ま
す
。

　
①
満
一
才
か
ら
十
八
才
ま
で
の
児
童

　
ω
保
護
者
の
な
い
児
童

　
③
虐
待
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑥
環
境
上
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童

　
㈲
養
育
困
難
又
は
放
任
さ
れ
て
い
る

　
　
児
童

　
“
あ
り
が
と
う
”

　
　
老
人
に
電
気
毛
布
の
贈
り
物

　
東
京
に
お
住
ま
い
の
、
町
出
身
の
あ

る
方
か
ら
、
老
人
の
方
々
に
、
電
気
毛

布
が
贈
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　
毎
年
町
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
「
長

寿
者
番
付
」
を
、
ご
覧
に
な
っ
た
の
が

動
機
だ
そ
う
で
す
。

　
三
月
の
末
に
、
品
物
は
届
い
て
お
り

ま
す
が
、
雪
が
消
え
て
各
地
区
に
自
動

車
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
各
老
人

ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、
届
け
よ
う
と
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
来
冬
は
、
お
年
よ
り
の
方
々
か
ら
は

暖
か
い
冬
を
過
し
て
頂
け
る
こ
と
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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「
ま
め
」
の
こ
と

　
「
ま
め
か
ね
」
と
い
う
会
話
は
、
私

達
日
本
人
が
常
に
用
い
る
こ
と
の
多
い

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
但
し
最

近
は
使
用
す
る
言
葉
は
違
っ
て
い
ま
す

が
、
心
が
対
応
す
る
意
味
と
し
て
は
、

同
じ
と
思
い
ま
す
。
即
ち
健
康
状
態
を

危
惧
す
る
、
健
康
を
祝
福
す
る
、
と
い

う
言
葉
と
同
義
語
で
あ
り
、
最
も
身
近

な
言
葉
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
さ
て
「
ま
め
」
と
は
、
豆
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
栄
養
源
と
し
て
の

豆
の
大
切
さ
を
最
も
端
的
に
表
現
し
た
、

し
か
も
古
く
か
ら
我
々
の
生
活
基
盤
の

中
で
生
き
て
来
た
言
葉
と
体
験
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
近
頃
、
豆
の
栄
養
価
と
食
飼
の
中
で

の
重
要
さ
を
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
で
伝
え

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
此
の

町
で
の
作
付
状
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

敢
て
私
如
き
が
発
言
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
で
す
か
。
全
く
実
状
は
豆
と
は
縁

遠
い
在
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

十
年
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
豆
は
水
田

の
畦
に
は
必
ず
付
け
ら
れ
、
味
噌
煮
の

豆
は
自
給
さ
れ
、
納
豆
も
自
家
生
産
が

大
分
多
か
っ
た
筈
で
し
た
。
し
か
し
、

農
牧
全
体
の
向
上
に
迎
合
す
る
た
め
と

農
外
収
入
の
増
大
と
の
谷
間
で
比
較
的

労
力
の
多
い
畑
作
と
し
て
の
大
豆
は
、

小
豆
を
含
め
て
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
農
協
で
は
五
年
位
前
か
ら

枝
豆
と
し
て
集
荷
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

御
存
知
な
い
農
家
の
方
が
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
も
う
一
度
豆
を
身
近

な
「
畑
の
肉
」
と
し
て
見
直
す
必
要
を

痛
感
し
て
皆
様
方
に
訴
え
て
み
よ
う
と

生
意
気
に
考
え
た
も
の
で
、
拙
文
を
致

し
ま
し
た
。

　
稲
作
生
産
調
整
に
伴
う
水
田
休
耕
は
、

豆
の
減
収
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
し
、

畦
豆
も
減
反
さ
れ
た
水
稲
の
実
収
向
上

と
の
関
連
か
ら
、
見
捨
て
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。
作
付
面
で
少
な
く
な
る
と
、

鳩
や
兎
の
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
の
は
、

相
対
性
原
理
の
然
ら
し
め
る
法
則
で
、

食
べ
る
豆
が
少
な
く
な
れ
ば
生
き
る
た

め
に
よ
り
被
害
は
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
っ
根
溜
菌
が
豆
の
根
に
つ
き

こ
れ
が
重
要
な
畑
地
の
窒
素
源
と
な
る

こ
と
は
既
に
御
存
知
の
通
り
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
有
機
質
肥
料

源
で
も
あ
り
土
壌
中
に
酸
素
供
給
と
活

発
に
さ
せ
る
働
き
も
や
っ
て
い
ま
す
。

畦
元
の
稲
が
窒
素
肥
料
過
大
で
、
出
来

過
ぎ
の
状
態
に
な
る
の
も
充
分
判
っ
て

お
ら
れ
る
筈
で
す
し
、
こ
れ
も
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
又
枝
豆
に
戻
り
ま
す
が
、
昨

年
五
十
一
年
度
の
松
代
町
農
協
の
枝
豆

出
荷
量
は
十
五
t
（
内
松
之
山
関
係
を
含

む
）
出
荷
戸
数
は
一
一
二
戸
K
単
価
二
二
〇

円
、
　
一
戸
平
均
出
荷
量
一
二
一
K
、
こ

れ
が
実
績
で
す
が
、
我
が
町
の
枝
豆
は

品
質
．
味
覚
と
も
好
評
で
一
級
品
と
し

て
奪
い
合
い
と
か
、
柏
崎
市
の
集
荷
業

者
で
は
増
産
希
望
を
し
て
い
ま
す
。
枝

豆
は
今
年
五
十
二
年
度
は
ど
う
に
か
自

家
採
種
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
大
体

確
保
出
来
る
見
通
し
で
あ
り
、
こ
れ
が

又
選
果
残
が
自
家
消
費
と
な
り
、
栄
養
源

と
な
り
、
枝
豆
出
荷
で
す
と
畑
地
の
地

方
残
存
が
大
き
く
、
田
植
後
に
播
種
し

て
お
盆
の
終
り
か
ら
稲
刈
前
の
出
荷
、

労
力
配
分
に
も
無
理
が
な
く
、
跡
地
二
期
作

と
し
て
の
疏
菜
栽
培
も
充
分
出
来
ま
す
。

　
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と

し
て
は
、
荒
廃
し
た
休
耕
田
及
び
畑
地

を
如
何
に
復
旧
開
発
す
る
か
、
こ
の
件

に
関
し
て
は
町
の
産
業
課
、
農
業
委
員

会
等
の
立
案
企
画
が
、
ど
う
進
む
か
と

い
う
進
展
度
を
望
み
な
が
ら
、
「
畑
の

肉
」
を
見
直
す
と
い
う
、
二
〇
〇
海
里

時
代
に
我
々
農
村
が
農
家
が
対
応
し
得

る
課
題
で
は
な
い
か
と
、
皆
様
方
へ
の

ア
ピ
ー
ル
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
芸

嵐計
、

ヤ
い

着
‘

し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
他
石
先
生
選

　

2
月
5
日
・
於
枯
水
居

出
稼
の
枢
に
肩
に
雪
の
降
る

菩
提
寺
の
足
よ
り
冷
え
る
大
廊
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

手
弁
当
の
ぬ
く
も
り
を
抱
き
冬
の
バ
ス

大
寒
の
月
の
か
か
り
し
宮
の
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

雪
を
か
み
除
雪
車
雪
を
は
き
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

1　ll　ll
屋
根
だ
け
の
見
ゆ
る
大
雪
寒
も
あ
け

萱
屋
根
の
氷
柱
落
し
て
家
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

こ
の
雪
の
中
に
家
あ
り
灯
の
か
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

寒
明
け
の
近
し
と
雪
に
耐
え
て
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

深
々
と
雪
に
う
も
れ
し
空
家
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

断
崖
の
滝
は
こ
ほ
り
て
夕
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

続
く
事
さ
す
が
雪
国
雪
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

雪
段
に
洞
泉
寺
へ
の
道
し
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

f
　
f

E
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　　　　　1

冊1〃1

席

題

節
分
や
宿
直
の
灯
の
暗
き
部
屋

立
春
の
破
璃
戸
に
映
る
つ
ら
ら
か
な

立
春
や
豚
の
藁
か
く
音
ば
か
り

月
明
り
雪
明
り
し
て
雪
の
道

立
春
は
名
ば
か
り
な
り
丈
の
雪

長
病
の
枕
辺
に
高
く
鬼
や
ら
い

立
春
の
語
句
に
温
み
を
覚
ゆ
な
り

大
雪
の
予
報
解
除
や
春
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩
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歯
索
密
索
曹
央
曹
索
曲
盆
論
轟
乗
敷
乗
密

成
人
式

曲
盆
論
盆
畠
盆
（
敷
索
密
索
曹
乗
蔚
央
敷

　
成
人
式
は
5
月
10
日
（
火
曜
日
）
・

午
前
1
0
時
か
ら
挙
式
の
予
定
で
す
。

　
成
人
該
当
の
皆
さ
ま
に
は
ご
案
内
を

差
上
げ
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
で
調
査

し
た
名
簿
に
お
名
前
が
あ
る
か
確
め
て

く
だ
さ
い
。
無
い
と
き
は
公
民
館
に

（
電
話
七
ー
二
三
〇
一
）
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
次
の
期
間
に
生
ま

れ
た
方
で
松
代
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。
ま
た
町
外
に
居
住
さ
れ
て
い

る
人
で
も
希
望
さ
れ
れ
ば
出
席
で
き
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

霧
昭
響
瑚
講
騨
］

松
代
“
宮
崎
高
子
・
石
口
恵
子
・
瀬
沼

　
　
　
伸
彦
・
市
川
弘
・
柳
康
子
・
関

　
　
　
谷
こ
ず
え
・
柳
司
・
柳
俊
之
・

　
　
　
関
谷
和
子
・
関
谷
栄
治
・
植
木

　
　
　
好
美
・
関
谷
信
一
郎
・
斉
木
優

　
　
　
・
鈴
木
修
・
樋
口
洋
子
・
市
川

　
　
　
栄
治

き

と
　
　
き
　
　
5
　
　
月

01　
　
目

と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ

小
荒
戸
H
富
沢
春
代
・
富
沢
博
子

太
平
“
市
川
敏
子
・
相
沢
勇
・
万
羽
充

　
　
　
子

菅
刈
n
柳
芳
枝

田
沢
H
市
川
和
枝

小
屋
丸
H
市
川
武
雄

下
山
“
宮
沢
順
子

千
年
“
嶋
田
幸
子
・
志
賀
仲
子

池
尻
H
室
岡
和
代

蓬
平
“
小
堺
幸
二
．
若
月
義
子

会
沢
“
万
羽
ひ
ろ
み

清
水
“
秋
山
喜
義

滝
沢
n
柳
重
成

犬
伏
“
松
山
秀
子

仙
納
H
山
岸
照
子

あ
ざ
み
平
“
高
橋
智
範

寺
田
“
田
辺
謙
一

蒲
生
H
小
堺
俊
嗣
・
山
岸
八
重
子
．
丸

　
　
　
山
久
一

田
野
倉
“
池
田
美
佐
江

儀
明
H
仲
村
俊
文
・
小
堺
和
典
・
小
堺

　
　
　
洋
子

室
野
H
佐
藤
哲
次
．
米
持
道
男

峠
u
横
尾
真
一

第
2
明
内
雷

バ
5
－
ン
大
会
ン

　
松
代
町
バ
ド
、
・
・
ン
ト
ン
協
会
主
催
に

よ
る
町
内
バ
ド
、
・
・
ン
ト
ン
大
会
（
第
2

回
）
が
、
三
月
二
十
七
日
松
代
小
学
校

体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
会
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
松
代
小

学
校
体
育
館
で
、
午
後
七
時
半
か
ら
九

時
半
ま
で
、
主
婦
・
親
子
・
職
場
の
方

．
小
学
生
を
対
象
と
し
た
バ
ド
、
ミ
ン
ト

ン
教
室
を
開
設
し
、
技
術
の
向
上
と
楽

し
い
仲
間
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、

各
選
手
と
も
教
室
で
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
大
熱
戦
が
展
開
さ
れ
盛
況
に

　
　
ノ

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
の
上
位
成

績
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ω
一
般

　
優
勝

　
2
位

小
幡
　
芳
文
（
鉄
道
公
団
）

柳
　
卯
一
郎
（
茂
助
）

3
位
　
鈴
木
　
洋
一
（
鉄
道
公
団
）

Ω
中
学
生
（
男
子
の
部
）

　
優
勝
　
関
谷
　
智

　
2
位
　
関
谷
　
常
夫

　
3
位
　
小
島
　
達
夫

幽
小
学
生
（
男
子
の
部
）

　
優
勝
　
植
木
　
勲

　
2
位
　
石
口
　
春
夫

　
3
位
　
高
野
　
宏

Ω
小
学
生
（
女
子
の
部
）

　
優
勝
　
関
谷
　
直
美

　
2
位
　
高
橋
美
由
希

　
3
位
　
植
木
　
英
恵

◎
親
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　
優
勝
　
関
谷
政
和
・
直
美
組

　
2
位
　
丸
山
勝
利
・
智
生
組

　
3
位
　
小
林
　
功
．
尚
　
組

ロ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
よ
り
國

☆
秋
に
第
3
回
大
会
を
予
定
し
て
い
ま

　
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で
は
ラ
ケ

　
ッ
ト
等
の
用
意
が
し
て
あ
り
ま
す
の

　
で
運
動
靴
を
持
参
し
て
、
気
軽
に
ど

　
な
た
で
も
参
加
し
て
楽
し
ん
で
下
さ

　
い
。

電
報
電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
電
話
加
入
者
の
名
義
は
変
り
ま
せ
ん

　
か
。

　
加
入
者
の
名
義
が
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
お
名
前
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

加
入
権
を
承
継
（
死
亡
等
で
持
ち
主
が

変
る
）
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡
等
の
日

か
ら
六
ケ
月
以
内
に
届
書
や
証
明
書
類

を
電
話
局
に
提
出
し
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
す
で
に
六
ヶ
月
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
方
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
松
代
電
報
電
話
局
へ

（
T
E
L
七
ー
二
二
〇
〇
1
無
料
）

◎
祝
電
は
お
早
め
に
。

　
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
結
婚
式
な
ど

日
取
り
が
決
ま
っ
て
い
る
方
へ
の
祝
電

は
当
日
の
三
日
以
前
に
発
信
の
場
合
は

一
五
〇
円
が
割
引
き
に
な
り
ま
す
。
も

ら
（
て
う
れ
し
い
お
祝
い
電
報
は
、
三

～
四
日
以
前
に
ど
う
ぞ
。
尚
、
電
話
で

の
発
信
は
、
一
一
五
（
地
集
は
〇
一
一

五
）
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

◎
電
話
料
は
自
動
払
で
。

　
毎
月
の
電
話
料
金
を
郵
便
局
や
電
話

局
等
に
出
向
い
て
お
支
払
い
の
方
で
、

銀
行
や
農
協
に
預
金
口
座
の
あ
る
方
は
、

そ
の
口
座
よ
り
毎
月
自
動
的
に
電
話
料

金
を
引
き
お
と
す
制
度
が
御
利
用
で
き

ま
す
の
で
手
間
が
省
け
便
利
で
す
。

手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
T
E
L
七

ー
二
二
〇
〇
（
無
料
）
へ
。

新
刊
図
書
の
購
入
彦

あ
な
た
の
　
　
　
駕
為
軌
　
、
．

ご
希
望
を
ど
う
ぞ

賦1

　
公
民
館
で
は
昭
和
5
2
年
度
に
購
入
整

備
す
る
図
書
を
選
定
中
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
図
書
を
愛
読

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
図

書
の
購
入
希
望
を
承
り
整
備
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
五
月
末
日
ま
で
に
町
総
合

セ
ン
タ
ー
内
公
民
館
図
書
係
ま
で
申
出

下
さ
い
。

◎
ご
希
望
限
度
冊
数

　
　
一
人
三
冊
以
内
（
一
冊
三
、
○
○
○

　
　
円
以
上
の
本
は
ご
遠
慮
下
さ
い
）

◎
申
出
は

　
　
図
書
名
・
著
者
・
発
行
者
・
価
格

　
　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


